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H君 ！ こんな形で君と会ふことにならうとは思はなかった。
君の穆勃たる追求欲と飽くなき実践力には，将来の大成を期待して余りあるものがあった。
然し，如何に剛毅i間違な君と躍も，思ひもかけない病魔にはうち勝つことができず，空しく 故
郷に今日 を迎へたことは 君にとって痛恨の極みであらうし，私を始め今日 こ、に出席してゐ
る附属小学校の同期生にとっても痛恨の極みである。
君と私との出会ひは，君が附属小学校の二年になり，私がそのクラスの担任となった時から
始まる。
と茶目っ子ととかといたづらっ子ミとかいふことばで表はせない，君は何物にも束縛されな
い，純粋で天衣無縫な全くのな自然児ミであり，自由の子であり，生活の豊富な子であった。
君の在る所，必ず、事件はあったし，君の在る所，必ずほ、 笑みがあった。それは微塵も悪意
が無かったからだ。とこのいたづらっ子めが－ とーと思っても 叱らずに笑ってしまったことが
屡々だった。
あれは真駒内への遠足の時だった。 私が無類の蛇嫌ひだといふことを知ってゐて，薮の中か
ら蛇の抜け殻を捨って来て私に見せ，私が逃げ回るのを面白がってどこまでも追ひかけ回した
ことカfあったっけ。
然し， と自然児ミであり と自由の子ミであった君にとって，私は 「厳しいおつかない嫌な先
生」であったこと も事実であら う。 だが君は決して私を敬遠しなかった。むしろ叱られれば叱
られる程私を慕ってくれたと私は自負してゐる。
あれは四年生の時だったか？
放課後の掃除当番の際， 君は箸と 、はたきミを持って剣戟ごっこをして掃除が一向にはかど
らないといふ訴へがあった。翌日第一時間目 「修身」の時間に，
「異実か？」
と訊ねたら，
「ハイ，その通りです。」
と一言の言ひわけもなく答へた。悪びれた気配など微塵もない。私は若さに任せて，
「この本には教育勅語が書かれてゐる。この本でお前を殴る。J
と言って修身の教科書がクシャクシャになる程殴ったことがある。
後日君が，台湾の基地から愈々 死地に赴かんとする前夜，私にく れた手紙に，
「僕を殴って下さった修身の本，まだありますか？」
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とあった。私は惇然とした。君は恨みに思ってゐない。むしろ感謝と思ひ出に浸るぬくもりの
気持が溢れてゐるではないか？ 私は無量の感で涙を拭ったことが，遂この間のやうに思ひ出
される。
又，この時であったが，君は札幌ー中三年の時、「明日の千兵よりも今日のー兵」といふ言
葉を残し，独断で海軍の予科練へ入隊し，優秀な成績で卒業して台湾の基地に配属され，最初
にいたごいた給料の中から，「これは僕の壮行クラス会に先生が立替へて下さった筈だから返
してほしい。余ったらこれから後のクラス会の費用にして戴きたいjと，当時の大金四十円を
御両親宛に送り届けてくれた。
君はかふいふ男だった。もう決してといたづらっ子ミではなかった。「悠久の大義」に生き
る，私どもの手の届かぬ所に居たのであった。
不幸にして祖国は敗戦を迎へ，君は鹿しく故郷へ帰還した。
一夜，君は私を訪ねて今後の方針・方向について語った。君は，
「中学一年からやり直します。」
といってきかなかった。結局 札幌ー中四年に復学し，続いて早稲田大学商学部に進み，卒業
彼は札幌に帰って，小吐実業家として君のその抜群の着想と構想、の非凡さを発揮し始めたのだ
った。
この間必ずしも順風満帆といふ事は無かった様だが，特ち前の才能と何事にも怖ぢない自信
を以って対処して来た。就中，敗戦国としての日本が，戦勝占領米軍に卑屈な迄に怯々として
ゐる中で，君は全く動ず、る ことなく，堂々と胸を張って突き当って行った心意気と態度には，
只々敬服の外は無かった。
君は， 一度の失敗や挫析にくじける械な男では無かったと確信してゐる。必ずや再起の上，
一旗も二旗も挙げるものと期待してゐたが，病魔には勝つことができなかった。ほんたうに残
念でたまらない。
君の一家と私の一家のバスケットボールの定期戦も，いづれは復活して久j閣を暖めたいもの
と思ってゐたが，今はもうその術もない。楽しかったー駒として両家の思ひ出の中に蔵って置
かう。
H君！ 思ひ出は蓋きない。頑固で厳しかった私を慕ってくれた君の童顔を思ひ出の中に拡
げながら，再び帰らぬ君の霊にと眠りよ安らかに・・・ ミーと祈って君を送ることばとする。
かけめぐる野は凪ぎつくし枯るるかな 合 掌
※文中，歴史的仮名遣を用ゐ，副詞にはできるだけ漢字を当てた。
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